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特許侵害事件に係る民事訴訟において 

外国法人企業の裁判地が争われた最近の興味深い CAFC判例 
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１. はじめに 

TC Heartland LLC v. Kraft Foods Group Brands LLC事件において連邦最高裁判所判決により、

次のことが明確化されました。 

すなわち、被疑侵害者が、裁判所管轄地区（"judicial district"）において、(i) 法人格を取得し

ているか、あるいは、(ii) 侵害行為をし且つ通常の確立した事業所を有している場合、特許権者

は、当該裁判所管轄地区の連邦地方裁判所においてのみ特許侵害訴訟を提起することができます。 

 

連邦最高裁判所は、また、特許侵害における米国内の被告となる法人企業において、"residence"

は、当該被告が法人格を取得した州を意味する旨、明確化しました。 

 

一方、上記の連邦最高裁判所判決において、下記の①及び②について、連邦最高裁判所は対処

することを差し控えました。 
 

① 外国法人企業（"foreign corporation"）の特許裁判地（外国法人企業は、いずれの裁判所管

轄地区においても提訴され得るか否か） 
 

② 被告が法人格を取得していない場合における特許裁判地 
 

 このような状況下で、このたび、上記①の外国法人企業の裁判地について、CAFC が興味深

い判決を下しました。このことについて、最近の 2 件の CAFC 判例を参照し、以下に、詳細に

説明します。 
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